
スマート農業技術の活用と環境負荷の低減や農福連携

スマート農業技術の活用は、農業の生産性の向上のみならず、環境負荷の低減（みどりの食料システム戦略）
や農福連携など、様々な取組の推進に寄与。

【竹ノ原農園ほか（熊本）】 （水稲・里芋）
（スマート農業実証プロジェクト令和２年度採択地区）

■データを活用した可変施肥

太陽光エネルギーのみで
自動で稼働する「アイガモ
ロボット」を利用し、雑草
の発芽を抑制

➢ センシングや追肥にドローン等
を活用

➢  有機農業の課題である防除
作業を含め、労働時間は全
体で約50％削減
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■有機農業の実践

環境負荷の低減への寄与

■除草剤を使用しない防除

 ドローンや衛星により得られた
土壌や生育データを活用し、
肥料の散布量を最適化

農福連携の取組との連動

■果実のスマート選果システム

➢ AI選果機による選果結果を果実表面にプロジェクション

マッピングで表示

➢ 障害者が選果・出荷作業を行いやすい環境を整備

集荷トレイのまま搬送され、選別 果実表面に
選果結果を表示
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